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（適   用） 

第１条 この要領は、京都市建設局が施工する舗装補修や区画線設置、緊急補修

等関係の単価契約に係わる請負工事（以下「工事」という。）に適用する。

また、夜間休日応急処理業務（道路等）及び夜間休日応急処理業務（公

園）とは、発注者の勤務時間外に必要となった公共土木施設の応急処理業

務で、別に定める特記仕様書による。 

 

（工事の施工） 

第２条 工事は、単価契約工事指示書（様式－１）（以下「指示書」という。）、

発注者の指示、京都市土木工事共通仕様書（以下「共通仕様書」とい

う。）等に基づき施工しなければならない。 

  ２ 発注者の指示、現場説明の際には、現場代理人又は監理技術者（主任技

術者）が必ず立ち会うものとする。 

  ３ 工事の施工に係わる事項は、指示書、発注者の指示、共通仕様書の順に

優先するものとする。 

 

（工事の範囲） 

第３条 工事の範囲は、指示書によるものとする。 

 

（現場の常駐） 

第４条 現場代理人は、現場に常駐し、工事に関する一切の事項を処理しなけれ

ばならない。 

 

（契 約 単 価           ） 

第５条 単位当たりの契約単価は、工事原価に一般管理費等を加えた工事の施工

に必要な適正工事価格に消費税相当額を加算した単価とする。 

 なお、工事原価は、直接工事費、共通仮設費及び現場管理費を含むものと

する。 

 

（前払金及び中間金） 

第６条 前払金及び中間金の請求は、認めないものとする。 

 

（工   期） 

第７条 工期は、指示書に明記する。 

  ２ 発注者が特に指示する災害、その他緊急を要するものにあっては、祝祭

日、休日、年末年始及び夜間においても作業を行わなければならない。 
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（工事の完成報告） 

第８条 受注者は、工事の完成後、発注者に、次の書類を提出し、工事の完成報

告をしなければならない。 

(1)完成通知書・・・１部（様式―２） 

(2)単価契約工事記録写真帳（様式－３） 

（以下「記録写真帳」という。）       ・・・１部 

(3)出来形図等 

(4)その他必要に応じて、発注者の指定するもの。 

 

（工事の記録写真） 

第９条 受注者は、工事の状況及び構造を明らかにするため、次の写真を記録写

真帳に貼付し、提出しなければならない。 

   (1)同一地点から撮影した工事着手前及び工事完成後の全景写真を各１葉 

   (2)工事の過程を撮影した写真を１葉以上 

    なお、特に必要のある場合、発注者が別に指示する写真を提出しなけれ

ばならない。 

  ２ 写真の形状寸法は、サービス・サイズ（7.5×10.5㎝）程度を標準とし、

記録写真帳の上段に工事着手前、中段に工事完成後及び下段に工事過程を

示す写真の順序で貼りつけるものとする。 

  ３ 写真撮影に当たっては、「土木請負工事必携」の「写真管理要領」の

「写真撮影の共通事項」に示す黒板に必要事項を記入して、これを含めて

撮影しなければならない。 

 

（工事の現場管理） 

第10条 受注者は、工事中、常に最善の現場管理を行い、工事に関する一切の事

項を処理しなければならない。 

  ２ 埋設物の存在が予想される場所において、工事を施工するときは、埋設

物の所有者と協議の後、工事に着手しなければならない。また、工事によ

って露出した埋設物が破損する恐れのある場合、埋設物の所有者に適切な

措置を求めなければならない。 

 

（第三者に及ぼした損害） 

第11条 受注者は、工事の施工に当たり、善良な管理者の注意義務を怠ったこと

により、第三者に損害を及ぼしたときは、その一切の責任を負担しなけれ

ばならない。 
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（交通の安全確保） 

第12条 受注者は、工事の指示を受けたときは、直ちに工事現場を確認のうえ、

発注者の指示、立会い及び現場の状況により、必要な安全管理（保安施設

等の設置など）を遅滞なく行わなければならない。 

２ 受注者は、工事の施工に当たり、「土木請負工事必携」の「道路工事現

場における標示施設等の設置基準」及び「道路工事保安施設設置基準」に

より、保安施設を十分に設置し、常に、工事現場の安全管理の確保に努め

なければならない。 

  ３ 一般交通に支障をきたす場合は、必ず交通誘導警備員を配置しなければ

ならない。 

  ４ 道路を通行止めする場合においても、歩行者が安全に通行できるよう、

幅１．０ｍ以上（特に、歩行者の多い箇所においては１．５ｍ以上。）の

通路を確保し、歩行に危険のないよう処置しなければならない。 

 

（材料、品質規格） 

第13条 材料、配合、品質規格、施工等については、共通仕様書によるものとす

る。 

 

（施工管理の履行） 

第14条 受注者は、原則として、「土木請負工事必携」の「土木工事施工管理基

準及び規格値」により施工管理を行わなければならない。また、特に必要

あるものについては、発注者が別に指示するものとする。 

 

（建設発生土を処分する場合） 

第15条 京都市が指定する建設発生土受入施設一覧（別紙）に記載されている受

入施設に搬出すること。 

２ 建設発生土受入施設一覧は随時更新されるため、必ず施工実施時の最新版

を確認すること。 

３ 受注者は、土質性状、搬出時期等の条件を受入施設に事前確認を行うこと。 

４ 受注者は、受入施設への搬出確認のため、受入施設が発行する伝票を発注

者に提示すること。 

 

（検   査） 

第16条 発注者が受注者から工事の完成報告を受けたとき、検査職員は、このこ

とを確認するために完成検査を実施する。当該検査の結果については、完

成検査結果通知書（様式５）を交付する。 

２ 受注者又は現場代理人は、完成検査に必ず立会わなければならない。 

３ 検査職員が特に必要と認めたときは、品質検査を行わなければならない。 
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４ 検査の結果、検査職員が工事の手直しを要すると認めたときは、手直し工

事指示書（様式６）に所要事項を記入のうえ受注者に交付する。この場合に

おいて、受注者はその指示に従い、手直し工事を実施しなければならない。 

 

（請負代金の請求） 

第17条 請負代金は原則として、１か月ごとに精算するものとする。 

  ２ 受注者は、１か月ごとの月末までに１か月間に完成した工事の請負代金

に対する請求書等を提出しなければならない。 

 

（成績の評定） 

第18条 成績の評定については、「（単価契約）公共土木施設補修等工事及び業

務委託成績評定要領」に基づき実施する。 

 

（雑   則） 

第19条 この要領に定めのない事項については、必要に応じて発注者及び受注者

が別に協議する。 
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別紙 

 

 

 

 

 



令和 〇 年度 南整 号

・

支出
科目

単位 備考

(1)

(2)

合計

共同企業体

工事場所・路線名
○○区　○○　○○町地内 ○○○○号線他

別紙箇所図のとおり

様式―１

指示番号 第○○

 単価契約工事指示書

令和　　年　　月　　日

○○・○○

工 種 規  格 指示数量

契約単
価(円)
(税込)

価格(円)
(税込)

京都市長　　 〇〇　〇〇

下記のとおり、単価契約工事実施要領に基づき施工することを指示します。

工事名 （総合評価）（単価契約）公共土木施設補修等工事及び業務委託（南部区画整理事務所）

工　　　期 令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

請負金額 円

　特記仕様 支出内訳

工事内容

備考
○○○○

費目
価格(円)
(税込)

委託料

工事請負費



令和 〇

様

共同企業体

南整 第○○ 号 ・

・

支出
科目

単位

(1)

(2)

合計

○○・○○

○○○○号線他

様式―２

年度

完　成　通　知　書

○○区　○○　○○町地内

令和　　年　　月　　日指示番号・指示年月日

工　　期

工事場所・路線名等

令和〇年〇月〇日

京 都 市 長

下記工事が完成したので、契約書第34条第1項に基づき関係図書を添えて通知します。

工事名 （総合評価）（単価契約）公共土木施設補修等工事及び業務委託（南部区画整理事務所）

京都市○○区○○町○番地○
○　○　建設
代表取締役 ○○○○

代表者

請負金額

工 種 規  格
出来形
数量

契約単価
(円)

(税込)

令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

円

価格(円)
(税込)

令和〇年〇月〇日完成日

完成工事
内容

備考

費目
価格(円)
(税込)

支出内訳

工事請負費

委託料

備考



様式－３
令和 〇 年度

指示番号 南整 第○○ 号

工事の過程
（用紙が不足する場合
は、同型の用紙を継ぎ
足す。）

単　価　契　約　工　事　記　録　写　真　帳
工事着手前

工事完成後



共同企業体 様

京都市長　　 〇〇　〇〇

令和 〇 年度 遅延日数(終期日の翌日より) 日

・

所 在 地
担当課(所)名

ＴＥＬ

　回答は書面により郵送します。

記

令 和 年 月 日

（総合評価）（単価契約）公共土木施設補修等工事及び業務委託（南部区画整理事務所）

工　　期 令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

○○区　○○　○○町地内

指示番号・指示年月日 南整第○○号 令和　　年　　月　　日

手 続 等 の
問 い 合 わ せ 先

○○・○○

検 査 結 果

様式５

令 和 年 月 日

完　成　検　査　結　果　通　知　書

受注者

　貴社が受注した工事について、下記のとおり検査結果を通知します。

検査年月日

　なお、評定点に疑問があるときは、その疑問の旨を付して、この書面を受けた日から
起算して１４日(｢休日｣含む。）以内に、書面により説明を求めることができます。

合　・　否

検 査 職 員
職 名 ･ 氏 名

工 事 名

工 事 場 所

請 負 金 額

説 明 を 求 め る
書 面 の 送 付 先

南部区画整理事務所長 　　　　　　　○○　○○

単



様式６

）

注1：

注2：

注3：

注4：

注5：

令和　年　月　日
完了
確認

契約書第３４条第６項に基づき下記のとおり指示します。

指
示
内
容

指 示 日

(手直し工事期限

令 和 年 月 日

主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者受注者

事 業 課 （ 所 ） 監 督 職 員 ･ 職 氏 名

令 和 年 月 日

監督職員は、すべての手続きが完了したときは、本票（正）を受注者へ発行する（これの写しを発注者側
にて保存する。）こと。
各事業課（所）の職員が検査職員の場合は、必要箇所を訂正して使用すること。

印

受注者は、本票（正）を受理した後、工事期限日までに手直し工事を完了させ、完了したときは、直ちに
確認欄のそれぞれに記名（署名または押印含む）し、発注者へ提出すること。

完了日

発注者は、完了を確認したときは、直ちに確認印欄のそれぞれに押印し、本票（正）を監理検査課へ提出
すること。

監理検査課長

検査職員は、完了を確認したときは、直ちに確認印欄のそれぞれに押印し、本票（正）を監督職員へ送付
する（こ

担当監督員検 査 職 員 総括監督員

印

現場代理人

印 印 印

担 当 課 長所 属 長 主任監督員

受 注 者 氏 名

現 場 代 理 人 氏 名

検 査 職 員 ・ 職 氏 名

手　直　し　工　事　指　示　書

工 事 名

工 事 場 所

主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 氏 名

公 共 施 設 管 理 者



工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮 尺 図面番号 ／１１

（総合評価）（単価契約）公共土木施設補修等工事及び業務委託

南部区画整理事務所管内

構造図

令和８年度

図 示

京都市建設局都市整備部南部区画整理事務所

（南部区画整理事務所）

構　造　図　集



縮 尺 S=1/10工 種
01 舗装打換え工 As-25･B-3(昼間)
02 舗装打換え工 As-25･B-3(夜間)

不陸整正：（補充材）再生粒調砕石(RM-30)　t=3cm

プライムコート（PK-3）

上層路盤：再生アスファルト安定処理(25)  t=15cm　(2.35t/m3)　2層転圧

タックコート（PK-4）

タックコート（PK-4）

基層：再生粗粒度アスコン(20)  t=6cm　(2.35t/m3)

タックコート（PK-4）

表層：再生密粒度アスコン(13)  t=4cm　(2.35t/m3)

※人力舗設（平均幅員1.4m未満）



縮 尺 S=1/10工 種
07 舗装打換え工 As-17･B-3(昼間)
08 舗装打換え工 As-17･B-3(夜間)

不陸整正：（補充材）再生粒調砕石(RM-30)　t=3cm

プライムコート（PK-3）

上層路盤：再生アスファルト安定処理(25)  t=10cm　(2.35t/m3)

タックコート（PK-4）

基層：再生粗粒度アスコン(20)  t=4cm　(2.35t/m3)

タックコート（PK-4）

表層：再生密粒度アスコン(13)  t=3cm　(2.35t/m3)

※人力舗設（平均幅員1.4m未満）



縮 尺 S=1/10工 種
09 舗装打換え工 As-9･B-3(昼間)
10 舗装打換え工 As-9･B-3(夜間)

不陸整正：（補充材）再生粒調砕石(RM-30)　t=3cm

プライムコート（PK-3）

基層：再生粗粒度アスコン(20)  t=5cm　(2.35t/m3)

タックコート（PK-4）

表層：再生密粒度アスコン(13)  t=4cm　(2.35t/m3)

※人力舗設（平均幅員1.4m未満）



縮 尺 S=1/10工 種

不陸整正：（補充材）再生粒調砕石(RM-30)  t=3cm

プライムコート（PK-3）

表層：再生細粒度アスコン(13)  t=5cm　(2.15t/m3)

※人力舗設（平均幅員1.4m未満）

14 舗装打換え工 As-5･B-3(昼間)
15 舗装打換え工 As-5･B-3(夜間)



縮 尺 S=1/10工 種

不陸整正：（補充材）再生粒調砕石(RM-30)  t=3cm

表層：開粒度アスコン(13)  t=4cm　(1.94t/m3)

※人力舗設（平均幅員1.4m未満）

16 舗装打換え工 As-4･B-3(昼間)



縮 尺 S=1/10工 種

タックコート（PK-4）

表層：再生密粒度アスコン(13)  t=平均5cm　(2.35t/m3)

※人力舗設（平均幅員1.4m未満）

21 オーバーレイ工 As-5(昼間)
22 オーバーレイ工 As-5(夜間)

既設舗装



縮 尺 S=1/10工 種

タックコート（PK-4）

表層：再生密粒度アスコン(13)  t=平均3cm　(2.35t/m3)

※人力舗設（平均幅員1.4m未満）

28 オーバーレイ工 As-3(昼間)
29 オーバーレイ工 As-3(夜間)

既設舗装



縮 尺 S=1/10工 種

タックコート（PK-4）

表層：再生細粒度アスコン(13)  t=平均3cm　(2.15t/m3)

※人力舗設（平均幅員1.4m未満）

既設舗装

30 オーバーレイ工 As-3



縮 尺 S=1/20工 種

71 現場打側溝蓋工(内幅W=300)
72 現場打側溝蓋工(内幅W=400)
73 現場打側溝蓋工(内幅W=500)10t未満
74 現場打側溝蓋工(内幅W=500)2t未満

【蓋掛かりなし】

差筋 SD345 D13@500
L=200

水抜きパイプ VP20@1000配力鉄筋

主鉄筋

生コン
(24-12-25(20)BB) はけ引き仕上げ

主鉄筋

配力鉄筋

平面図

水抜きパイプ VP20@1000

埋設型枠

（ガラス繊維補強コンクリート製） L=200

SD345　

SD345　

SD345　

SD345　

t'
50 50

差筋 SD345 D13@500

50 50

150 150

埋設型枠

W+300

W

W+300

t
W

断面図

側溝内幅 W t

100

主鉄筋

300

400 100

D13@200 L=500

配力鉄筋

D13@125 L=600

埋設型枠厚(参考)

6mm

横断・縦断用

D13　3本

D13　3本

8mm

※目地は、おおむね20mに１箇所設置する。

10t未満

10t未満

規格t'

40

40

500 100 D13@200 L=700 D13　4本 10mm2t未満40

埋設型枠

（ガラス繊維補強コンクリート製）

500 120 D13@125 L=700 D13　4本 10mm10t未満40

型枠

材料表

名　称

ｶﾞﾗｽ繊維補強ｺﾝｸﾘｰﾄ製

規　格 単 位

m

m2

10

数 量

10m当たり

2.0一般型枠,小型構造物

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 24-12-25(20)BB m3 0.58

差筋 SD345 D13 L=200mm t 0.004

鉄筋 SD345 D13,主筋及び配筋 t 0.05

10

2.0

0.66

0.004

0.08

10

2.4

0.9

0.004

0.1

側溝用埋設型枠

水抜きﾊﾟｲﾌﾟ VP20 m 1.0 1.0 1.2

30mm以上200mm未満 孔 20 20 20
ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔

(電動ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ)

W=300 W=400
W=500

(10t未満)
W=500

(2t未満)

10

2.0

0.74

0.004

0.07

1.0

20



縮 尺 S=1/20工 種

75 現場打側溝蓋工(内幅W=300)
76 現場打側溝蓋工(内幅W=400)
77 現場打側溝蓋工(内幅W=500)10t未満
78 現場打側溝蓋工(内幅W=500)2t未満

【蓋掛かりあり】

平面図断面図

側溝内幅 W t

100

主鉄筋

300

400 100

D13@200 L=340

配力鉄筋

D13@125 L=440

埋設型枠厚(参考)

6mm

横断・縦断用

D13　3本

D13　3本

8mm

※目地は、おおむね20mに１箇所設置する。

10t未満

10t未満

規格t'

40

40

水抜きパイプ VP20@1000配力鉄筋

主鉄筋

生コン
(24-12-25(20)BB) はけ引き仕上げ

埋設型枠

（ガラス繊維補強コンクリート製）

SD345　

SD345　

t'

150 150

t
W

主鉄筋

配力鉄筋

水抜きパイプ VP20@1000
SD345　

SD345　

埋設型枠

差筋 SD345 D13@500
L=200

L=200

差筋 SD345 D13@500

W

埋設型枠

（ガラス繊維補強コンクリート製）

500 120 D13@125 L=540 D13　4本 10mm10t未満40

500 100 D13@200 L=540 D13　4本 10mm2t未満40

W＋140 W＋140

5050 5050

材料表

名　称

ｶﾞﾗｽ繊維補強ｺﾝｸﾘｰﾄ製

規　格 単 位

m 10

数 量

10m当たり

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 24-12-25(20)BB m3 0.42

差筋 SD345 D13 L=200mm t 0.004

鉄筋 SD345 D13,主筋及び配筋 t 0.05

10

0.50

0.004

0.06

10

0.71

0.004

0.08

側溝用埋設型枠

水抜きﾊﾟｲﾌﾟ VP20 m 1.0 1.0 1.2

30mm以上200mm未満 孔 20 20 20
ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔

(電動ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ)

W=300 W=400
W=500

(10t未満)
W=500

(2t未満)

10

0.58

0.004

0.07

1.0

20



縮 尺 S=No Scale工 種 79 カラー路面標示工

ガラスビーズ＋ホワイトシリカ

舗装面

プライマー仕上げ

項 　目 試　　験　　方　　法代表性能

耐摩耗性（100回転について）

滑り抵抗値（BPN）

反射輝度（mcd/㎡・Lx）

39以下

55～75

150～300

JIS　K　5665　による

ポータブルスキッドテスターによる測定

ミロラックス（MX7）による測定

（湿潤状態、施工直後）

（乾燥状態，施工直後　白　の数値）

平面図 断面図

（mg）

ペイント（ガラスビーズ＋ホワイトシリカ混入）

20
0

1.
5

性能・仕様

色はベージュ・アイボリー系色※とする。

※2011年度版 日本塗料工業会標準色

F19-60D（マンセル値10YR6/2）又はF19-60F（マンセル値10YR6/3）の近似色

下表の性能を満足するもの、又は同等品以上とする。



縮 尺 S=No Scale工 種 80～105 区画線工

ガラスビーズ（JIS R 3301 1号）

舗装面

ペイント（JIS K 5665 3種1号、白色または黄色）

1.
5m
m

プライマー仕上げ

※ガラスビーズの含有量15～18％

150～450

80,86,88,90,92,94,96,102　区画線工



縮 尺 図 示工 種 117 ガードレール設置工(コンクリート建込)

※ 200以上(18N/mm2)
170以上(21N/mm2)

50

ブラケット

断面図

ビーム
袖ビーム

平面図
S=1/40

S=1/40

S=1/20

S=1/20
S=1/20

正面図
S=1/40

φ114.3×4.5

22×50 2-22×28

支柱　φ114.3×4.5ビーム　2.3×350×50
ボルト　M16×35

M20×145

砂

ｱｽﾌｧﾙﾄまたはﾓﾙﾀﾙ

M16×35

※

ｱｽﾌｧﾙﾄまたはﾓﾙﾀﾙ

1
0
0

4
0
0

50

6-18×242-18×246-22×40

袖ビーム ボルト　M16×35

ボルト　M20×145

500

3
5
6

200

2
0
0 R1

00

2.3

50

160

3
0
0

100

70

170

500 500

200

2000

200

2000

2000

83

11
00

50

2.3

6
00

35
35

200

300

4
.
53
1

3
50

160

200

2000

4330

砂

ｱｽﾌｧﾙﾄまたはﾓﾙﾀﾙ

ｱｽﾌｧﾙﾄまたはﾓﾙﾀﾙ
180



縮 尺 図 示工 種 118 ガードレール設置工(土中建込)

断面図

ビーム袖ビーム

平面図
S=1/40

S=1/40

S=1/20S=1/20

正面図
S=1/40

※ビームの長さ及び曲げ加工については、
　現場状況に応じて対応すること。

ブラケット
S=1/20

22×50 2-22×28

6-18×246-22×40

φ114.3×4.5

M16×35
M20×145

ボルト　M16×35

ボルト　M16×35
ビーム　2.3×350×50 支柱　φ114.3×4.5

袖ビーム

ボルト　M20×145

R1
00 2.3

7
0

4000

100

160

160

35
0

31
4.

5

300

200

14
0
0

7
00

50

6
00

21
00

83

4000500

50

2.3

200200

4000

4330

2
0
0

200

500

3
56

170



縮 尺 図 示工 種 121 横断防止柵(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ建込)

平面図

AA

50300

100

50
1
0
0

5
0

3
0
0

50

A-A断面図

支柱

基礎砕石
(再生クラッシャーランRC-40)

モルタル(高炉 1:3)

(300×300×400)
コンクリート基礎ブロック

□400

5050 □300

5
0
0

1
0
0

4
00

17@150=2550

6
50

40
0

80
0

1
20
0

80
0

40
0

1
20
0

450

ジョイント金具詳細図 (1/5)

設置図 (1/25)

横断防止柵基礎ブロック詳細図 (1/20)

 Φ42.7×t2.3

GL

 Φ21.7×t1.6Φ34.0×t2.3

2850

2 3

1

3 格子パイプ

5
4

アンダービームパイプ
ビームパイプ

品        名

1

2

部番

STK400
材     質

STK400

4.6相当
ジョイント金具
角根ボルト

STK400
SGH400

亜鉛めっき+静電粉体塗装

溶融亜鉛めっき M8×25

摘      要

亜鉛めっき+静電粉体塗装
亜鉛めっき+静電粉体塗装
亜鉛めっき+静電粉体塗装

角根ボルト
M8×25

5

ジョイント金具
t1.6

4

Φ42.7×t2.31

10×65 長穴

t1
.6

ジョイント金具4

GL

R100

2850

150

150

150

15
0

150(可能範囲140～190)

Φ
42
.7

Φ42.7

4
0

140

150(可能範囲140～190)

140

2
00

300300



縮 尺 図 示工 種 122 横断防止柵(ｺﾝｸﾘｰﾄ建込)

17@150=2550

6
50

80
0

80
0

2
00

10
0
0

2
00

10
0
0

ジョイント金具詳細図 (1/5)

設置図 (1/25)

 Φ42.7×t2.3

GL

 Φ21.7×t1.6Φ34.0×t2.3

2850

2 3

1

3 格子パイプ

5
4

アンダービームパイプ
ビームパイプ

品        名

1

2

部番

STK400
材     質

STK400

4.6相当
ジョイント金具
角根ボルト

STK400
SGH400

亜鉛めっき+静電粉体塗装

溶融亜鉛めっき M8×25

摘      要

亜鉛めっき+静電粉体塗装
亜鉛めっき+静電粉体塗装
亜鉛めっき+静電粉体塗装

角根ボルト
M8×25

5

ジョイント金具
t1.6

4

Φ42.7×t2.31

10×65 長穴

t1
.6

ジョイント金具4

GL

R100

2850

150

150

150

15
0

150(可能範囲140～190)

Φ
42
.7

Φ42.7

40

140

150(可能範囲140～190)

140

2
00



竹田地区

伏見西部第一地区

伏見西部第二地区

伏見西部第三地区

伏見西部第四地区

伏見西部第五地区

箇 所 図
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